





ンKlorirdor bla ma Nag dbari blo bzari (1719-1794/ 1795)の著作『大
乗の阿毘［達磨］の蔵から出現した［中［観］の類別の］名称の［異］門』
である。著者の全集である北京版ta峡（東大蔵外No. 223)を底本
とし sDedge版（以下Ded.と略； TBRC No. W87)を参照した。尚Ded.
はfol.16aを欠いており、 fol.14a3-15a2の英訳にD.S. Ruegg, On 
the dGe lugs pa theory of the tathagatagarbha; Pratidanam, I 
ndian Iranian & Inda European Studies presented to F. B. J. K 
















［と JI I悉地［を得た］集 kun bbyuri [智［者］？で］主尊［たる］救度
［仏］母［とJI I 
有雪［国］（チベット）［で］学者の頂髯飾［たる］ツォンカパ Tsori







(3/ 4)部の蔵に所属したけれども I 明白に教示すべき主要さによ
り［／重点が大きいのでJgtso omi tt/bo che bas、阿毘［達磨］の蔵で
あるのであるので I そのお考えを注釈する中［観たる］六如理緊［／
論JRigs tshogs drug (北京版No. 5224『中論』 No. 5658『宝行王正
論』 No. 5228, 5232『廻諄論』 No. 5227, 5231『空七十論』 No. 5 
226, 5230『広破論』 No. 5225『六十頌如理論』）と I 追随する［帰］
謬［派と］自［立派との］二［と］の (4/5)中［観］の論書から生起した名
称の［異］門omitt/rnams grarisは[I J中［観］に於ける[I J典籍
［と IJ道［と IJ果［と］の三中［観でJI 
[¥]典籍［たる］中［観］は、広［と］中［と］略［との］三［般若母とJI 
中［観たる］六如理緊［とJI C5/6)仏護 Sarisrgyas bskyaris/bskyari 
の注釈［たる］『仏護［注］』 Buddhapa Iita (北京版No. 5242) [とJI (D 
ed. lb5/2al)月称 Ziaba grags paの『明句［論］』 Tshig[s] gsal (北
京版No. 5260) [と］等であるのだII 
[¥]道［たる］中［観］は、殊勝の方便［と］智慧［との］二によって
播受さ（受入れら）れる zin pa或は I 発 (lb6/2al)心すべく回向す
べき空性が通達される知覚によって播受される zin pabi資糧道







も、明白に撮受されない mazin pat:i -(2/3)切の有情［たる］、苦
と離れ了る［ように］願う有情だけに対して縁ずる（所縁となる）
dmigs pat:i悲心［とJI 無常が mirtag pa/par通達される般若によ
って掻受される悲心［たる］、法に対して縁ずる悲心と dar'l/omittl






通概念）don spyiの［やり］方で通達される二知覚が (Ded. 2a5/bl) 
有る I[ I J 
[¥]異生の第三の法は、菩提の心に付いて分析すべきであるな
らばI大乗(5/6)道に入り了らない以前に、努力が備わった経験















［地たる］発光［地JI 第四［地たる］儀慧 l:lodt:,phro ba [地JI 第五
［地たる］難勝 sByaridkat:, ba [地］ 第六［地たる］現前［地JI 第七
［地たる］遠行［地JI 第八［地たる］不動 (3/4) [地JI 第九［地たる］
善慧［地JI 第十［地たる］法雲［地］であって、十なのだIC J I 
¥ 十波［羅］蜜［多］はI布施［波［羅］蜜［多］］等［の］最初［たる］
六に於いて三［と］三［と］であって、 Lamrim che[とJChun[と］（『道
次第広論』と『略論』）から (Ded. 2b6/3a 1)生起する通りなのだI
ゲルツァプ＝ダルマ［リンチェンJrGyal tshab Dar ma [rin chen] 
(1364-1431)が 1 「＋波［羅］蜜［多］の後［たる］四は、 (4/5)般若の
波［羅］蜜［多］の区別すべきものであるのであるものが［総括される
べきであるならばomitt/bsdus na]その内に総括された bsdus/
t:,dus」［と］仰せになったのだIC J I 
方便［と］願［と］力［と］智［との］四［波羅蜜多］に於ける区別すべ
きものは I 方便に於いて［は］、自［心］相続に仏陀の法が成立する
六の方便［とJI C I J他［心］相続が成熟する六の方便［とでJI C I J 
願に於いて［は］、発心［と I受］生［と IJ行 (5/6)境［と IJ真
実の願［と I J大願と［で］五［で日 それに於いて十万で阿僧祇（無
数）で十（無限）なのだII 
力に於いて［は、心］思［と IJ意楽［と IJ陀羅尼［と IJ三［摩］
地（定）［とが］正しく相応（調和？）すること l)byorpa/ba [と I J+の
自在［と IJ弁才 spobs/spobba/pa [とJI 願波羅蜜多［とJI (6/ 
7)大慈［と I J大悲［と］法性［とで I J一切の如来による加持であ
って、十なのだII 
「＋の自在は I c寿］命［と］心［思と資］財［と受］生と業 chos/las?
［と JI I神通［と］法［と］願［望と信］解 sems/sams/ mos? [と］智










的意味）［とJI 事相（個別的対象）［と］はI微塵 rtul/rdul phranは
方の分が無い［もの］（無方分）［とJI [意］識は時間の分が無い［も
の］（無時分）［とJI 澤滅 sosor brtags/brtag !Jgog (個別的に分別し
了り否定するもの）［とJI 非揮の滅 sosor brtags (2/3) min gyi/ 






[ c: J I 事相［と］はI瓶と I瓶内の水［との］如くなのだII 
又はであるならばIハ 凡夫の［意］識は煩悩性であるのであるこ
とによる諦［実有］執［たるJI 世俗諦の性相［とJI [ J事(4/5)相
［と］は前にの如くになのだI[ J I 
[¥] 経［量］部派の［考え］方の二の諦は 1日 ］知覚は勝義とし
てdondam pa/parの現前［識］の範囲に成立したもの［たる IJ勝
義諦の性相［とJI 知覚は世俗［として］分別の範囲に成立したもの
［たる IJ世俗諦 (5/6)の性相［とであり JI 
又はであるならば 1ハ 現前［識］の範囲に成立したものと dari/o
mitt I 分別の範囲に成立したもの［とである］と組み合わせ了る
［こと］も出来るのだ I[ J I 
-56 -
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[¥] 唯心派の［考え］方の kyi/kyis二の諦はcI J雑染（全てか
らの煩悩）が生じ得る法に対して (6/7)所縁とすること［たる I J世




の性相はI;: 勝義諦と (Ded. 3b6/ 4a 1)円成［実性と］は一義［であ
ることでJI;: これに対して或る人が補特伽羅の無我の拠り所と
された円成［実性］と I 法の無我の拠り所とされた円成［実性との］
二が有るのであって I [何故ならば］最初は (1/2)補特伽羅の微細
な無我と I 第二は法の微細な無我［との］如くであるのだと云い 1
或る人は 1バ 円成［実性］であるのであるならば法の無我の拠り所
とされた円成［実性］であるのである必要がある［と］云うのだII 







ことと I 諦として無いこと［とでとJI 諸法の実体に対する遍計
［所執性］の遍計［所執性]pat:,i-kun-brtags/ omit tは(4/5)自己の性相
によって成立しなかったことと I諦として無いこと［とでと JI 
諸法の殊勝に対する遍計［所執性］の kunbrtags palJi/pa遍計［所執
性］は自己の性相によって成立しなかったことと諦として無いこと
［とであると］等が設定されたのだ I [ I J 空性［と JI [真］如性
［とJI 真実辺［とJI (5/6)無相の界［とJI 法の界［と日 真実性
［と日 法の微細な無我［とJI 勝義の形式（住する［やり］方）gnas 





分が無い微塵 rtul/rdulphranを(6/7)集積した粗大 bsagspat)i rags 
pa[とIJ所取は他の対象［とJI 色は外の対象として成立したも
の［と］等は唯心派が法の無我を決定した pheb/t)bebs時の最悪の所








あれ[I J成就する sgrub/bsgrub pat)i [やり］方によって分別され
るrtog/rtogs parべきことであるのであることが 1 勝義諦の性相
［でJI 






rtog par道理に住することが 1 世俗諦の性相［でJI これと勝義諦

















のJI [ I J世俗のマア類別は為されたI[ I J」と仰せになったのだI




















であるのであり I [ I J本［来］清浄［で］倶生［でJI [ I J原品（未加
工）ma bcos[で］任運成立／成就［でJI [ I J普賢（全てに善美）［で］本
来面目（自性法性）rari shal [でJI [ I J大手印［でJI (3/ 4)離言説
［でJI 知覚［から］離れた blo !Jdas[ものでと］云うこと［と］等、本
当に (Ded. 5a6/bl)沢山なのだ I[ J I 
¥[ J唯心派が、根識は分別 rtog/rtogsが無く、そして I 意識
は、分別 rtog/rtogspaに外境が顕現する［やり］方と固執する［やり］
方［と］を否定する二の道理の門から、心の主宰として成立したも
のであるのである (4/5)[やり］方は I 根識に色は遠く隔たったも




なったI[ J根識に顕現する如くに若し仮に gal (5/6) srid/lte有る
ならば、それは微塵無［方］分を否定する道理によって rigs/rig pas 
極微塵とそれが集積した粗大 rag/ragspaと色法（物体）bem po[と
の］一切を否定し了って、色と取色［と］は量（認識）ts had/ chad ma 
が同質［である］と成就（論証）すべきなのだII 














すべきなのだI[ J I 
¥[ ]自続［／立］派によってはI幻術師がI小石［や］木片を美






















内［心］が分かる (6/7)ことによって施設した btags/brtags pa丈と
して成就すべきであり Iそれはまた山［たる］囲い（須弥山）［や］家
屋［たるJI [外］器［世間と内］情［世間と］等が顕現することによっ







skye/skyesて[I ] (Ded. 6a6/bl)顕現［と］空［との］二者を等しい
力として成就する必要があると[I Jインド［たる］聖域に於ける依
枯主［たる］龍樹 Klugrub[とJI 聖提婆A・rya/AryaDe wa[とJI 
仏護 Sar'lsrgyas bskyaris/bskyari [とJI <112)月称Ziagrags[とJI 





ジョルフンドゥプJPha bor'I kha pa (2/3) IJKhon ston [dPal IJbyor 
lhun grub] (1561-1637)による gyis/gyi『［中［観］の］見解を普遍的
















しない大中［観JRab tu mi gnas pabi dBu ma chen po [bi]の規範
［で](5/6)不共のものはどれだけ有るかと［言う］ならばI
阿頼耶の識は同意されないこと I[ J① 
自己［による］証悟を否定する［考え］方が不共であるの（共通でな
いの）であること I[ J② 
立論者［と］駁論者［との］二者に於いて論争する基礎［たる］有法
が似同［品喩Jmthun [dpe ltar J snariとして (Ded. 6b6/7al)成立し
た上［に］、成就されるべく為されるべき［対象］（所成就）を成就す
べき必要がないので[I J『［量］評釈［頌］』 rNam!rNamf)grel(北京
版No.5709, 5717~23, 5726) (6/7)等から説示した自続［／立派］の因
由の論［証］式は同意されず且つI帰謬派は自己［の考え］方に於い
て、他者が共許である能立因［と］自己が共許である能立因［と］云









境は有ると同意されること I[ J④ 





時［に］現起したもの [mrion du] gcig-char/cig-car [mrion du] 




対して云われる I[ J⑤ 
自続［／立］派以下によって gyis/gyi同意されないけれども、帰謬
派によって、三 gsum/gsuril毒は昇起するけれど char/t:,char?gyi、
実体［たる］諦［として］執着することであるのであるので yin pas/ 
pat:,i微細な煩悩［であり］そして、下等な宗義によって［所］知障で
あるとして同意される諦［として］執着することは何であるのであ
れ煩悩障であると同意される (4/5)こと t:,dodpa/pas I/ i [ J⑥ 
崩壊したものは因によって生じられたので、崩壊したものは事








と同意されること Ic J⑧ 
これ［たる］以上の同意される［やり］方［たる］八は、主［たる］ツ
ォンカパの大注釈［たる］『お考え全明』 dGonspa rab (6/7) gsa/(北



















大［との］二を区別した phye bal)i/bas [ I J粗大の無常など［の］＋
六が通達される (Ded. 7b6/8al)喩伽［の］現前［識］はI道［で］参入
しなかったと I道［で］参入した［との](3/ 4)中［品］資糧道以下に
も有ると同意されること I[ J⑪ 
『仏華厳の経』 Sansrgyas phal po che yi mdo (北京版No. 761) 
［の］部分tshan/mtshan[の］経部［たる］『＋地』 Sabcu pa [!Ji]の後









mthun lies pa [!Ji]の信念は現前量であるのであり Iこ［の］二は分
別 rtog/rtogs paであるのである現前(6/7)量であるのであり I異
生の［心］相続の無分別 rtog/rtogsmedな現前量は 1 他心が分かる
神通と cI J二の阿毘［達摩と］から説示された阿羅漢の［心］相続の
kyi/kyis無常など［の］＋六が通達される知覚の如くであると同意す
ること Ic J⑬ 
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比 (6b7/7al)量が愛着した分別を断じた rtog/rtogs pa bead/ 









辺あるいは無辺を排除すると同意すること I[ J⑮ 
何であるのであろうと一切の滅諦と I有為［と］無為［との］一切
［と］の界あるいは法性は、何であるのであろうと勝義諦であると






はcI J『舎利の子に後に示現した経』 $a/$a ril)i bu la rjes su zlog 
pal)i mdo (北京版？）の後に追随し了ってから帰謬派によって同意

















ことなのである pat:io/baI I [ J⑲ (7a7 /bl) 
為し了り集積した業が崩壊し了ってから多くの劫が経過し了っ
たことによっても結果を発出すること bat:io/pal⑳
¥[ ]帰謬派の［考え］方の二諦は I 究覚を伺察(Ded. 8b6/9a 1) 
する理知 rigs/rig ses [たる］量［でIJそれは汝に於ける究覚を (1/
2)伺察する理知 rigs/rig sesに趣いた獲得対象［でJI 勝義諦の性
相［と日 事相［と］は補特伽羅の微細な無我と I法の微細な無我
［とJ1: +八の空性［と］等なのだI[ I J 
言説を伺察させる量の tshad malJi/mas獲得対象(2/3)[たる］何
ものか［でJI c Jそれは汝に於ける言説者（凡夫／世間）の量に趣い
たもの［でJI 世俗諦の性相［と］！ 事相［と］は I 勝義諦でないの
である常住と事物［との］一切であるのであるのだI[ I J 
又はであるならばI チャンキャ＝ロルペイドルジェ !Cari skya 
Roi palJi rdo rje[s] (1717-1786)が1 「仮の所知(3/4)は、欺くであ
ろう対象を拝する言説者の量の獲得対象［たる］何ものか［で J I 
その量が汝に於ける言説を伺察させる［よう］に趣くことは[I J世
俗諦の性相［でJI 勝義を伺察させる理知 rigs/rigses [たる］量の獲
得対象［たる］何ものか［で J I その量(4/5)がその対境に対する
理知 rigs/rig ses [たる］量に趣くことは I 勝義諦の性相［でい 勝
義諦の事相は l 実体性［の］お身体（自性身）［と JI 自性が完全
［に］清浄である部分と成った自性身［と IJ涅槃［と］離れた果［と］
I [解］脱［と JI 寂静［と JI (5/6)微細な滅諦［とJI 法性［とJI 
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法界［と］ 大手印［とJI 諸法の本性［とJI 勝義の本性［と JI 
自性［とJI 実体性［とJI 如実性（真如）［とJI 真実性［と］等なの
だII 
瓶の本質［とJI 瓶の(6/7)実質（住する［考え］方）［とJI 瓶の自
性［とJI 瓶の［真］実性［とJI 瓶の法(Ded. 9a6/bl)性［と］等は一
義［でJI 
又はであるならば、空性［の］二十［と J I 十八［とJI 十六と
[ I J四［と］なのだII 
それ［等］一切は法の無我と[I J補特伽羅の無我［との］二として
(767 /Sal)確定するのだII 
基礎［たる］二の諦において 1 世俗諦［と］ 言説諦［とJI 方便
の諦［とJI 此岸の諦［と］等は一義［で J I 勝義諦［とJI 最高の
諦［とJI 方便が生起した諦［と］ 真(1/2)実性の諦［と］等は一義
である」と[I J上人［たる］チャンキャが仰せになったのだI[ I J 
[¥]中［観］帰謬派によって［はJI 世間は知［識の］面に依存し
て、対境［たる］正世俗［とJI 有境［たる］正世俗［との］二［でJI 





[¥]また中［観］帰謬派によってI諦として有ると yod par/pa 
成立したもの［と JI 勝義として有ると成立したもの［とJI [ J正
しく有ると成立したもの［とJI 真実性として有ると成立したもの
［とJI 知覚の力で blo [yi] dbari gis/gi設定されずに有ると成立
したもの［とJI 究党を伺察することに dpyod par/pa!Ji (4/5)理知
が堪忍思揮した（伺察し了り忍受した）として有ると成立したもの




って rio bos/bo -la有ると成立したもの［とJI 自己の実体性によ
って kyis/kyi有ると成立したもの［とJI 自己［の方］面（主観）から
有ると成立したもの［とJI (5/6)自在として有ると成立したもの
［とJI 自己の (Ded. 9b6/10al)位置を抑制出来るとして有ると成
立したもの［とJI 対境［の］上に、或は対境［の］上から、或は対境
［の］上で有ると成立したもの［と］ 実質として有ると成立したも
の［と］！ 沈着に於いて du/su有ると成立したもの［と］！ 自己の
施設処の (6/7)上に有ると成立したもの［とJI 言説を施設した
btags/brtags pal:,i施設対象 btags/brtagsdonを追求した時［に］獲













のだI[ ~J I 
外道（論理学派）の思澤（推論）の十六の句義はI (2/3)量と［で］
-[ ]¥[ ]所量と［で］二I猶豫（疑問）と［で］三I意義と［で］四
I 喩例と［で］五I宗の義と［で］六[ J I [ J支分と［で］七I思





］不正確 tshig rior / dor? と［で］十四 Ic J反詰と［で］＋五Ic J負
［処Jtshar bead/ gcodと［で］十六なのだCIJ I c J 
それを回避すべき (Ded. 10a6/bl)故［に］内道（仏教［徒］）の五大




離一異因（一［と］多［とと］離れた因由 gtan tshigs/tshi坐）［と JI 
［ ］一切 thams-cad/tharhdの部分に付いて伺察する明王(5/6)[た
る］縁起の因由と［で］五なのだI[ J I 
自己が共許である帰謬［と］！［ ］他者が共許である帰謬［との］ニ
は一義［で］！［ ］自己が共許である因由［とJI [ J他者が共許であ
る因由 I[ J自己が共許である比［量とJI [ J他者が共許である (6
/7)比［量］等は一義なので因由は一［であると］云うのだ zerro/omi t 




ある必要があり 1 これが承認されるならば、これが承認される (8
b7 /9al)必要があると［云う］如く［に］、因由が等同［の］（相応し等
しい／類推できる）帰謬［と JI 以前に自己の意図によって自宗を成
就し I 他宗を否定すべき喩因［たる］何等かを設定した一切は 1
正しい道理 rigs/rig parの力 (1/2)によって自己の上に此方［に］回
遮し I 成就されるべき［宗と］成就すべくさせる bsgrub/sgrub 
byed[因と］が相応する帰謬［とで］これ等は I 帰謬派の不共（特別）
thun mori/moris ma yin pal)iの帰謬［の］三と I 因由 gtantshigs/ 
tshigがーなのだ IC J I」と『道次第広［論］』 Lamrim chen moの『詞











bslad/slad pat:i補特伽羅の［心］相続に無いのだIC J I C J 







通りに把握する［やり］方［と］同様なのだIC J I C J 
～［ ］乗の如きに於いて I (5/6)七種の道理 rigs/rigpasによっ
て諦［として］無いと昇起する［やり］方はIその乗は乗の諸支分と
-omi tt/don gcigと異［とJI 所依と能依と［の］四［でJI cと］共
と［で］五［でJI 集合（身体）［と］形色［との］二であって七の門から
決定したのだ gtanla phabs/phab patio I I 
最初の道理 rigs/rig(6/7) pa [たる］四はcI J仏陀が経［部］から外
［道たる］異教徒達を否定させる［よう］に仰せになり了り I[と］共
の道理はl依枯主［たる］龍樹が kyis/kyi砒［婆沙師と］経［量部派
と］等を否定させる為に『根本般若［中論］』 rTsaba Ses rab (北京
版No. 5224)から仰せになり了り I集合と形色［と］に於いて［諦と
して］無い［やり］方(9a7/bl)の道理は[I J月称が唯心派と自続［／
立］派［と］等を否定させる為に『入中［論］』 dBuma l)jug pa (北京







(1/2) bsKal bzari rgya mtsho [s] (1708-1804)が『道次第［の］説示
［の］伝授を賜う品』 Lamrim bsad lun gnan (Ded. lla6/bl) skabs 
























［でJI 取るべく (6/7)捨てるべきが無い平等性が第八［でJI 一切
の法は夢［とJI 目［の］歪み（光影）［とJI 水［中の］月［とJI 映像
［と］幻［との］如くに［の］平等性が第九［でJI 事物と事物が無い
［との］平等性が第(Ded. llb6/12al)+[と］であるのであるのだI





二十七品そして 1 『入中［論］』の発心第六が説示した上に I そ
れはまた、因に対して伺察する金剛屑の因由を主と為し了ってか
ら、決定したのだ」と私の上人［たる](2/3)弥勒のお名前を有つ
Byams pa!Ji mtshan can [方］が仰せになったのだ11 11 
¥[¥I I Jチベット［たる］有雪［国］の見解の宗義を概略［とし
て］紹介するものがおわすのだIC J I C J 
¥[ H¥1 IJ勝［者］と勝［者の］ご子息［との］厳父［たる](3/ 4) 
お智慧の［宝］庫［よJI Iその勝者の最高の母上［たる］妙音［仏］母
［よJI I勝［者］のご宗旨を如何なる通り［にであれ］分析すること


















ォェションヌ Dvagspo Zia l)od (10a7/bl)gshon nu(1079-1153) 
［とJI パクモドゥプ゜ド ‘‘ ルンェゲルポ Phagmo grub/gru pa rDo 
rje rgyal po(1284-1350/1351) [と］等の道統［とJI ディグン［派］
l)Bri guli/khuli [とJI タクルン［派]sTagluli [とJI ドウクパ［派］
l)Brug pa [とJI トェルン＝ツルプ［寺JsTod luli Tshur/mTshur phu 
[!Ji]のカルマニカムツァン［派JKarma sKam gtsali [と］等の見解［と］










dGe legs dpal bzali po[s] (1385-1438)が『中［観の］提要［たる］賢
劫開眼』 dBuma ston thun bskal/ ska/ bzan mig l)byedから 1 「学
者の絶頂より下方［の］愚人 blun/blon po [の](3/ 4)気持ちが法に専










って kyis/kyi集められた一切の法を自己の心の (Ded. 12b6/13al) 
主宰として断定することを断じ了ってから Iその心の実体は(5/
6)清明［で］明瞭 hriggi/ ge ba [で］それを赤裸々によって rjenchar/ 








[ I J夜間の夢と (10b7/1 lal)心［と］に於ける気持ち t:,char/char
sgoは以前により本当に明らか［で］神通と相応するものが生じたこ




ていない学者たち mimkhas pa-dag/pat:,i [で］現在の修行者たちは
I 心の実体にひたすらに等引した mfiampar bshag/ gs hagけれど
もI 感受を正しく(?)riam/dam伝え sbriri/spriri?[rie ba (?) Jそれ














持する bcar'l/bcar'ls[ようにJ(4/5) du/su専心すべ<gtari/ gtad教導
したものであるのあるのだ」とそれ等の上人は仰せになったのだ 11
［］ 




［と］であるのである是であるのでI輪廻の無始 thog/thogs med 
から倶生として生起した愚昧［と］我執［との］二に於ける何ものも
阻害されなくて、諦［として］把握する欲望［の](6/7)対境を僅かも













と］なる」と仰せになったのだI[ J I [ J 
¥[ ]「マルパ Mar pa (997 /1012-1085/1097)とミラ＝シェーペー















仰せになったのだI[ J I [ J 
¥[ ]遍智［者で］ジョナンパ［派たる］ドルプ＝シェラプゲルツェ
ンJonar'l pa Doi (5/6) bu/po $es rab rgyal mtshan (1292-1361)とI
彼の de-yi/det:i後継［者で］ジョナン［派たる］＝チョクレーナムゲル
Jo nar'l Phyogs las rnam rgyal(1306-1386) [とJI クンガーニンポ＝










兎［の］角と同様（相応）であるので (1 lb7 /12al)その故［に］依他
［起性］は遍計［所執性Jkun btags/brtagsであって、所取［と］能取［と
の］二によって空であるので、他［による］空であるので大なる他［に
よる］空 gshanstori chen moは龍樹が kyis/kyi賛頌緊 bstodtshogs 
と了義の十二の経［と］によって教示することであるのである［と］
云い I カーダムパ［派JbKat:i gdams paとゲルクパ［派]dGelugs 
pa[と］が (1/2)空性を設定する［やり］方それは、自己の実体性によ








方広［仏華厳経］』 Phal chen(北京版No. 761)の三千［世界の］匹布
dar yugの経のお考えは (3/4)言葉が如何であれ［それがそうであ
る］通り bshinomi tt/paであるのである［と］仰せになったのだII 
それの如きの界［と］善逝蔵［と］は、それを遮蔽させる九の汚垢
によって dri ma dgu-yis/dgus[ I J遮蔽された bsgribs/bsgrib時
［に］、凡庸な有情は[I Jそれ［たる］次第［がそうである］通り［に］
明らかなことに於いて[+J地［と五］道［とJgsal ba la-sa-lam/lam 
の功徳が次第［がそうである］通り［に］獲得され了る［と云う］言説




り且つ I 後にジョナンパ［派］とサキャパ［派]Saskya pa[と］の大
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り［でJI ブ［トン］祖師 Bu [ston]一切智者(1290-1364)[と JI 主
尊［者たる］レンダーワ RedmdalJ ba/pa (1349-1412) [とJI ネーニ
ンパ gNasrfiri pa(1442-1496) [とJI ヤルドクパ＝リンチェントク
Yar l)brog pa Rin chen tog/rtog [とJI/ I 勝者［たる］ツォン(6/7)
カパご父子［とJI ジャムヤン＝ガーワイロドー IJJamdbyaris dGatJ 
bal)i blo gros或は他のお名前［たる］ジャムヤン＝レクパチョエジョ
ル IJJamdbyaris Legs pa chos 1Jbyor(1429-1503) [とJI セラ［寺









であり cJ I c J後に phyis-su/phyisuもその如きが生起した時
［に］否定したけれども (1/2)過失が有ると思わないのだIC J I C J 
[¥ Jタクツァン sTari/sTagtshar /tshari [寺の］翻訳師［で］声明
家［たる］シェラプリンチェン Sesrab rin chen (1405-)はcI J最初
にジャムヤン法主の弟子を為し了り且つ、後［に］サキャ［派］に転
じてcI J『宗義全知』 Grubmthaf) Kun ses [の］根本［と］注釈［と
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phyo~pas 分別し了らず ma brtags/brtag伺察し了らない表面上






［でと］為さったのだ do/omitt I I 
それの根拠は[I J大阿闇梨［たる］アールヤ＝デーヴァ Arya De 
ba [IJi]の中［観たる］『四百［論］』 bShibrgya pa [r J (北京版No. 5246) 
に於いて 1 「福徳でないのであることは最初に廻遮されるべき［こ
とと I] I (Ded. 15a6/bl)中間で我は廻遮されるべきことと II最



















って 1 世俗の一切の法は (2/3)愚昧が迷乱する面に有ること以外
［には］、対象に対して全体によって縁じずに、兎［の］角と同様［で］
I 三 gsum/gsum-poの界は無く[I J一切智者と彼のお心［たる］
逼智［の］智は無く I仏陀の地に於いて勝義諦のみであるのである




の辺に堕すべきことであるのである［と］仰せになったのだI[ J I 
［］ 

























った［やり］方と I 祖師が (2/3)仰せになった顕密（経［部と密］兜）
と一致する［やり］方［と］を、経教［と］道理［と］の門から成就する
けれども I 清浄でない淀んだ濁りが根底から逐次［に］明晴に趣＜
ことによって、 ドワクポ［の］偉大なるツェレリグズィン Dvags po 
rTse le rig !Jdzin chen poがI 勝者［たる］偉大なる第五［世ターラ








[ J I [ J 
[¥ J上手の IJPhan (4/5) yul [の］ゲル寺 rGyalIha khari近傍で















あるのである［と］云う I[ J I [ J 
¥[ ]またカルマ Karma[派たる］クンチョクションヌ dKon





して有るけれども有［つて］役に立たない［と］云う I[ J I [ J 
¥[ ]それ［たる］前後［の］二者も、主［たる］ツォンカパがお考
えになる (1/2)如く［に］であるならば、有る辺と有ること［との］ニ
を一 (Ded. 16b6/17al)義として把握し了り I 無いことと無い辺
［との］二を一義として把握し了ることによって錯誤［の］基礎を為
したのだI[ J I [ J 
¥[ ]具吉祥［たる］サキャワ ba/pa[派］の道果［説］はI厭離




















［者たる］アバヤカラ A bhya ka ra[r]/ra[s]に金剛喩伽母が仰せに
なったことと Iシャーキャ Sakya牟尼が仰せになったこと［と］の
相続を対照し了ってから、三重の数珠 phreri/lJphreriba bskor / skor 
gsum[即ち］金剛［の］数珠CIJをお為しになることによって Ic即
ち］大成就［者たる］ミトラ＝ゾ Mi tra rDzoによる cI J百丁度のミ
トラの灌頂などの、自己に本尊［即ち］観［世音IJが gyis/kyis仰せ
になったことと Ic J経［部と密兜］続［と］を対照し了ってから (6/
7)お為しになること mdzad-pa/mjad-laI 道果［説］の大多数の






たる］クンニン Kunsiiri (1092-1158)に無上の沢山の法と I特別に
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によって幹 siri sdori/ dum [で］懐によって抱かれない［もの］のみを
切断する［やり］方と同様であることによってIそれの様な伺察意
が単独で輪廻の根本［たる］我執と我所執［と］を断じたとomitt/nus
-so-snam-du思わないのだIC J I [ J 
¥[ ]道果［説］はcI Jゴルパ［寺派たる］コンチョクフンドゥプ





の見解と I外［と］内［と］共通 thunmori/moris pa [!Jiと］の無辺の









者が満足するに困難なのだIc J I C J 
¥[ ]マルパ Marpa翻訳［師］と Iマチク＝ラプキドンマ Macig 
Lab kyi sgron ma (11-12世紀）と Iカーダムパ［派］の善丈夫［で］次
第して (2/3)お出でになった［方］と I プ祖師［たる］リンチェンド
ゥプ［と］等が[I J自己の弟子に対して説示した［やり］方は、密






赤裸々に rjen/brjen par教示しないので、 (3/4)本当［に］困難なら
ばまた[IJ大多数は、一切法は自己の心の顕現部分のみとして確定
し且つ I それの如く［に］把握させる知覚も諦として無いと仰せに
なった［やり］方の如くであるならばI 寂護 Shi mtshoご父子が随
従した喩伽行の中［観］自続［／立］派と相応すると思うのだI[ J I 
[ ] (4/5) 
¥[ J内［道たる］仏教徒の宗義を述べる四［者］の見解を如何な







































































る］それは円成［実性］であるのであるのだIc J I C J 
¥[ ]喩伽行の中［観］自続［／立］派の阿闇梨［たる］寂護 Shi ba 
(3/4) mtshoあるいは親教師［たる］菩薩（ボーディサットヴァ）Bo/ 















だIE J I E J 
¥[ ]経［量］部行の中［銀］自続［／立］派［たる］清弁 Legs ldan 





と成り了り I その如く［に］であるならば na/omitt、外［の］対象を
否定する仏陀(16a7/bl)世尊の経部は無<I 経部［たる］『解深密




る［と］仰せになるのだ gsuri-rio/gsuris I [ I J 
諸法が成実した［やり］方は、喩伽行の中［観］自続［／立］派と同様
［で］、知覚を害せない上に、顕現するのみ或は知覚に依存する丈




ttやって来るそれ［がそうである］通り (Ded. 20a6/bl) [に]omittl/







































あれ大である (2/3)[それがそうである］通り［に I J世俗の法［た
る］言説を設定する［やり］方に於ける確信が大と l)gro/sori成った
時［に］、業［と］果［と］に対する信念が大と成り cJ I c Jそれに対
する信念が大と成ったので我［と］他［者と］を平等［に］交換する
rjel)i/ brjel)i菩提の kyi/kyis心に確信が大と成る必要は経［部と密］
兜［との］両(3/4)者に無くすことの出来ない最重点なのだ 11 C I I J 
［～］これは、比丘［たる］ガワンロサン Nagdbari blo bzariが、
未来に於ける phyi mar/ma大宝の如き所化に祈願する為［に］、ホ
タク IHobrag[の］マルパの修行所［たる］ドボルン Grobo luriで備
忘録として書いた 11 11 
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